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合併に高い関心
１,２８８人の回答結果特集

市町村合併アンケート報告

わたしたちが夏まつりをつくる！／ここが危険！　クマ出没マップ
庁舎は本庁舎・第二・第三庁舎に分かれました

無事故・無違反１００日「チャレンジ１００・しわ」達成チームに栄誉
肝炎を正しく理解しましょう／平成１５年前期公民館  おすすめ講座

紫波町の情報はホームページにも掲載しています。アドレスは　www.town.shiwa.iwate.jp/
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紫
波
町
ま
つ
り
を
考
え
る
会
で
は「
地
元
で
お

も
し
ろ
い
夏
ま
つ
り
」
を
実
現
す
る
た
め
、
ま
つ

り
が
大
好
き
な
人
、
こ
れ
ま
で
の
ま
つ
り
に
物
足

り
な
さ
を
感
じ
て
い
る
人
な
ど
、
あ
な
た
の
ア
イ

デ
ィ
ア
を
生
か
し
、
ま
つ
り
を
一
緒
に
創
っ
て
く

れ
る
意
欲
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
対
象　

町
内
在
住
か
町
内
に
学
校
、
職
場

の
あ
る
中
学
生
以
上
の
人

活
動
内
容　

踊
り
・
祭
り
進
行
・
協
賛
金
・
会
場

設
備
・
警
備
・
売
店
の
各
部
門
の
企

画
運
営

問
合
せ　
　

紫
波
町
ま
つ
り
を
考
え
る
会

　
　
　
　
　

※
事
務
局　

政
策
経
営
課
内

　
　
　
　
　
　

�
６
７
２
―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　

内
線
３
２
４
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紫
波
の
森
が
学
校
に
な
っ
た
こ
と
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
。
記
憶
に
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一
昨
年
の
ま
ち
づ
く

り
座
談
会
の
折
り
、
町
内
で
生
産
さ
れ
る
木

材
は
森
林
の
三
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
し
か
利
用

さ
れ
ず
、
森
は
荒
廃
し
、
機
能
が
低
下
す
る

一
方
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
循
環

型
社
会
で
森
林
の
持
つ
機
能
を
十
分
発
揮
し
、

価
値
あ
る
森
林
を
増
や
す
に
は
、
木
材
活
用

促
進
の
ほ
か
な
い
と
気
づ
い
た
の
で
す
。
ア
ジ

ア
の
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
属
す
る
わ
が
国
は
、

森
林
国
で
あ
り
な
が
ら
も
海
外
の
安
い
木
材

に
頼
り
、
国
産
材
が
低
迷
す
る
状
況
か
ら
脱

出
で
き
ず
、
木
工
の
伝
統
技
術
さ
え
も
消
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
の
第
一
歩
と

し
て
、
わ
が
町
で
は
公
共
施
設
に
木
材
を
活

用
し
は
じ
め
、
古
館
こ
ど
も
の
家
、
紫
波
中
央

駅
、
消
防
屯
所
に
引
き
続
き
、
今
回
上
平
沢

小
学
校
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
産
材
の
全
量
活
用
、
構
造
材
の
無
垢
材
使

用
、
町
民
を
主
体
と
し
た
職
人
に
よ
る
伝
統

工
法
の
採
用
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
同
程
度

の
建
築
単
価
目
標
と
厳
し
い
条
件
の
下
で
の

工
事
で
し
た
が
、
地
域
と
の
協
調
性
と
伝
統

が
随
所
に
光
る
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
建
築
に
あ
た
っ
て
は
、「
森
と
家
づ

く
り
の
会
」
と
「
匠
の
会
」
の
二
団
体
が
誕
生

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
紫
波

み
ら
い
研
究
所
」
が
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
る

「
町
民
・
企
業
・
行
政
」
三
位
一
体
の
ま
ち
づ

く
り
の
起
爆
剤
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

経
済
状
況
の
厳
し
い
現
在
、
町
産
材
の
活

用
が
町
内
雇
用
の
促
進
と
経
済
の
活
性
化
に

寄
与
す
る
こ
と
を
祈
念
し
な
が
ら
、
今
回
の

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

た
関
係
者
一
同
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
町

民
各
位
の
ご
理
解
を
得
、
一
般
住
宅
へ
の
普
及

に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
藤
原　

孝
）

〈
町
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
〉　

紫
波
の
森
が
学
校
に
な
っ
た

「
紫
波
町
ま
つ
り
を
考
え
る
会
」と
は

　

八
月
に
開
催
さ
れ
る
「
紫
波
町
夏
ま
つ
り
」

は
例
年
大
勢
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。さ
ら

に
、
こ
れ
ま
で
の
ま
つ
り
に
加
え
「
盆
踊
り
に

個
人
で
も
気
軽
に
参
加
し
た
い
」「
も
っ
と
各

年
代
の
人
達
で
協
力
し
、
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
た
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
改
善
を
求
め
る

声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
住
民
参
加
型
の
「
み
ん
な
の
ま
つ

り
！
」を
合
言
葉
に
、
昨
年
の
十
月
に
町
民
二

十
一
人
に
よ
る
「
紫
波
町
ま
つ
り
を
考
え
る

会
」
を
設
立
し
、
皆
で
楽
し
い
ま
つ
り
に
す
る

た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い
か
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
形
式
で
話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。今
年
は
そ

の
一
歩
と
し
て
、
意
欲
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
公
募

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

わたしたちが
夏まつりをつくる！

　楽しい夏まつりを一緒に
　　創るスタッフ募集
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40代�

50代�60代�

70代�

80代� 0.5%

1.7%

8.0%

15.7%

28.9%

19.1%

0%

26.1%

年　代�

10代�

20代�

30代�

70.3%
男性�

女性�

29.7%

性　別�

町内�
町外�

62.6%
37.4%

勤務先�

4.0%
3.3%

6.4%
18.9%

21.6%

5.9%
15.3%

18.1%

6.5%

居住地� 古館�

水分�
志和�

赤石�

彦部�

佐比内�

赤沢� 長岡�
日詰�

20.4%
9.0%

3.8%

9.2%

6.2% 18.0%

32.5%

0.9%
職　業�

自営・自由業�

勤め人�

経営者�
その他�

無職�

学生�

専業主婦�

パート・�
アルバイト�

合
併
合
併
に
高
い
関
心
関
心�

　
　
　
　
１
、２
８
８
人
の
回
答
結
果

回
答
結
果�

合
併
合
併
に
高
い
関
心
関
心�

　
　
　
　
１
、２
８
８
人
の
回
答
結
果

回
答
結
果�

合
併
に
高
い
関
心�

　
　
１
、２
８
８
人
の
回
答
結
果�

回答した人の状況�

市
町
村
合
併
�

ア
ン
ケ
ー
ト�

報
告�

　回答者のおもな状況はグラフのとおりです。性
別では、男性が圧倒的に多く、年代別では６０代
が２８.９％を占めています。働き盛りといわれる３０
代・４０代は意外に少ない結果となりました。
　居住する地区別の回答者数は、古館２７５人
（２１.６％）で最も多く、次いで日詰２４０人（１８.９％）、
赤石２３０人（１８.１％）、志和１９５人（１５.３％）などと
なっています。また、各地区ごとの世帯数に対する
回答者の割合は、長岡が１８.３％と最も高く、次い
で志和１７.５％、赤沢１３.６％、水分１３.４％の順で、

日詰は１２.８％で町の平均値となっています。
　グラフ以外のデータでは、結婚に関してが「既
婚」９３.５％、「独身」６.５％となっています。１世帯
ごとのアンケートでしたので、独身世帯の割合な
どを考慮すると当然の結果といえます。また子ど
もがいるかどうかの問いでは「いる」８７.４％、「いな
い」１２.６％。住まいでは「持ち家」９６.７％、「借家」
３.３％。地域活動・行政活動への参加の状況では
「参加」７８.２％、「不参加」２１.８％という結果でした。

※各項目の％は、項目ごとの有効回答総数に対する割合

　町内全世帯を対象とした「市町村合併に関するアンケート」は、
１月１２日に紫波ネット別冊に綴じ込みで発送しましたが、３月
３１日までに１,２９３人から回答がありました。１月１日現在住民登
録世帯を分母とした回答率は 12.9％。そのうち１,２８８件が有効
回答となっています。今回はその結果をお知らせします。

アンケート回答者の状況（３月３１日現在）

　町内全世帯を対象とした「市町村合併に関するアンケート」は、
１月１２日に紫波ネット別冊に綴じ込みで発送しましたが、３月
３１日までに１,２９３人から回答がありました。１月１日現在住民登
録世帯を分母とした回答率は 12.9％。そのうち１,２８８件が有効
回答となっています。今回はその結果をお知らせします。
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　あなたは、仮に紫波町が合併するとした
ら、行政サービスはどのようになると思い
ますか。�

　あなたは、仮に紫波町が合併
するとしたら、次の各行政サービ
スはどのようになると思いますか。�

　あなたは、市町村合併について、どの程
度関心がありますか。�

グラフ2-2

グラフ2�
（グラフ2-2の集計）�

グラフ1

窓
口�

広
報�

道
路�

除
雪�

公
園�

下
水�

ご
み�

し
尿�

消
防�

子
育
て�

学
校�

公
民
館�

文
化�

ス
ポ
ー
ツ�

温
泉�

病
院�

健
康�

福
祉�

産
業�

循
環�

0
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悪くなる�変わらない�分からない�良くなる�

非常にある�
余りない�

まったくない�

13.0%

4.5%

33.3%

49.2%
ある程度ある�

良くなる�12.9%

分からない�
12.2%悪くなる�

26.5%

変わらない�

48.4%
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256

107 191 163 113 95 171 133 121 150 148 146 107 285 204 94 303 141 163 237

448

263

161

377

（単位：人）�

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
1 
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
の
関
心
度
は
？

　

市
町
村
合
併
の
関
心
度
に
つ
い
て
の
問
い
で
は
、「
非
常
に

関
心
が
あ
る
」、「
あ
る
程
度
関
心
が
あ
る
」の
合
計
が
八
割

を
超
え
、
関
心
の
高
さ
を
示
す
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
2 
合
併
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
は
？

　

市
町
村
合
併
後
の
お
も
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
二
十
項
目
の

変
化
予
想
で
は
、
各
項
目
で
「
変
わ
ら
な
い
と
思
う
」
が
最

も
多
い
結
果
に
な
り
ま
し
た
。「
変
わ
ら
な
い
」・「
悪
く
な

る
」の
合
計
は
七
五
％
で
あ
り
、
回
答
者
四
人
の
う
ち
三
人

は
、
市
町
村
合
併
を
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
は
向
上
し
な
い
と
見

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

項
目
別
に
み
る
と
、
良
く
な
る
と
思
う
サ
ー
ビ
ス
は
、
病

院
・
救
急
医
療
、
文
化
施
設
・
図
書
館
で
、
合
併
効
果
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。逆
に
悪
く
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
除

雪
、
道
路
整
備
が
多
く
、「
分
か
ら
な
い
」で
は
、
環
境
と
循

環
型
社
会
構
築
の
取
り
組
み
、
産
業
の
振
興
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
度
で
、
不
満
の
多
い
除
雪
や
道
路

整
備
が
、
合
併
し
て
も
良
く
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
人
が

圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
3 
合
併
す
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
方
式
で
？

　

合
併
の
方
式
に
つ
い
て
の
問
い
で
は
、
対
等
合
併
と
、
紫
波

町
が
中
心
に
な
る
対
等
合
併
、
吸
収
合
併
の
三
つ
の
選
択
肢

を
設
け
ま
し
た
。合
併
す
る
と
し
て
も
、
六
割
以
上
の
人
が

対
等
合
併
を
考
え
て
お
り
、
町
の
自
主
性
・
独
自
性
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
継
承
し
て
ほ
し
い
と
い
う
意
思
の
表
れ

と
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
4 
合
併
す
る
と
し
た
ら
相
手
先
は
？

　

合
併
の
相
手
先
（
複
数
回
答
）で
は
、「
矢
巾
町
」
が
最
も

多
く
、次
い
で「
石
鳥
谷
町
」、「
盛
岡
市
」、「
大
迫
町
」、「
盛

岡
市
を
中
心
と
し
た
一
市
五
町
村
」な
ど
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

」　のアンケート結果
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　近隣市町村や広域で
紫波町が合併するとしたら、
どの市町村がよいと思い
ますか。（複数回答可）�

矢巾�

石鳥谷�大迫�
雫石�

盛岡�

　今、選んだ中で、最も合
併先としてふさわしいと思
われるところを１つだけ選
んでください。�

対等に合併して�
新しい市をつくる�

紫波町が中心になって合併し、�
新しい市をつくる�

編入合併�
（吸収合併）により、�
ほかの市の一部となる�

判断できない�
（どちらともいえない）�

あなたは、紫波町が
合併するとしたら、
どの方式が良いと
思いますか。�

必要がある�

必要だが慎重に�

わからない�

　あなたは、紫波町が市
町村合併をする必要が
あると思いますか。�

　あなたは、市町村合併
に関する情報として、今後、
どのような情報がほしい
ですか。（複数回答）�

グラフ6

グラフ5

グラフ4

グラフ3

必要はない�

18.3%

17.3%

7.2%12.6%12.5%

11.5%

9.8% 9.7%

1.1%

3.3%

30.0%

8.7%

0.7%

0.2%

10.7%

0.2%

0%

4.6%

13.3%

5.8%

2.1%

8.0% 1.2%

24.8%

37.8%

25.3%

12.1%

3.5%

8.3%
0.7%

8.4% 15.1%

38.0%

6.7%

69.2%

18.4%

42.8%

玉山�

１市５町�
広域� 該当なし�

滝沢�

矢巾�

石鳥谷�

大迫�

雫石�

盛岡�

滝沢�

玉山�１市５町�
広域� 該当なし�

税金が高くなるか�
安くなるか�

公共料金が高くなるか�
安くなるか�

文化施設、�
公共施設の利用�

役所（役場）の�
窓口サービスの利用�

合併先の財政状況�

過去に合併した�
市町村の�
合併後の状況�

他の市町村の�
合併に関する�
賛成・反対の理由�

環境や循環型社会の�
政策がどうなるか�

その他�

グラフ7

　

隣
接
す
る
石
鳥
谷
町
が
盛
岡
市
よ
り
も
一
・
八
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
て
い
ま
す
。ま
た
大
迫
町
も
一
市
五
町
村
を
〇
・
三
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
な
ど
、
前
問
で
、
四
人
に
一
人
が
「
紫
波

町
中
心
の
対
等
合
併
」
と
回
答
し
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
5 
合
併
先
を
一
つ
選
ぶ
と
し
た
ら
？

　

前
問
の
回
答
の
中
か
ら
、
合
併
先
と
し
て
最
も
相
応
し
い
と

こ
ろ
を
一
つ
だ
け
選
択
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
複
数

回
答
で
は
三
八
・
〇
％
だ
っ
た
矢
巾
町
が
、
単
数
回
答
で
は
三

一
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
他
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
ま
す
。

盛
岡
市
は
二
・
六
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
ま
す
。一
市
五
町
村
の

割
合
は
八
・
三
％
で
、
複
数
回
答
の
八
・
〇
％
と
あ
ま
り
大
き

な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
6 
合
併
の
必
要
性
は
？

　

合
併
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
問
い
で
は
、「
合
併
を
す
る
必
要

が
あ
る
」と
明
確
に
答
え
た
人
は
一
八
・
五
％
で
し
た
。

　
「
合
併
は
必
要
だ
が
慎
重
に
行
う
必
要
が
あ
る
」
は
四
二
・

八
％
、「
必
要
は
な
い
」
と
答
え
た
人
は
三
〇
・
〇
％
で
あ
り
、

前
問
で
合
併
し
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
見
込
め
な
い
と

考
え
て
い
る
人
が
七
五
・
〇
％
い
た
こ
と
を
反
映
し
た
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
財
政
基
盤
は
、
人
口
規
模
に
比
例
し
て
確

実
に
良
く
な
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
岩
手
県
の
よ

う
に
面
積
が
広
く
人
口
密
度
の
低
い
地
域
で
は
、
合
併
に
よ
り

大
き
く
な
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
慎
重
に
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
7 
合
併
に
関
す
る
ど
ん
な
情
報
が
必
要
？

　

今
後
、
町
が
発
信
す
る
合
併
情

報
で
ほ
し
い
思
う
情
報
に
つ
い
て
は
、

「
税
金
が
高
く
な
る
か
、
安
く
な
る

か
」、「
公
共
料
金
が
高
く
な
る
か
、

安
く
な
る
か
」が
、
そ
れ
ぞ
れ
二
割

弱
あ
り
、
次
い
で
、「
窓
口
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
つ
い
て
」、「
合
併
先
の

財
政
状
況
に
つ
い
て
」
の
情
報
が
、

そ
れ
ぞ
れ
一
割
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

税
や
公
共
料
金
、
財
政
状
況
な

ど
金
銭
に
関
わ
る
項
目
で
関
心
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「市町村合併」　



●６

　

市
町
村
合
併
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
く
上
で
の
組
織
の
あ
り
方
、
手

段
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。現
在
行
わ
れ
て
い
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
合
併
に
よ
っ
て
も
っ
と

良
く
な
る
の
か
、
そ
れ
と
も
現
状
維
持
な

の
か
。不
満
に
感
じ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

合
併
に
よ
り
向
上
す
る
の
か
と
い
う
点
は

関
心
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
自
治
体
で
も
年
々
財
政
状
況

が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
合
併
し
て

も
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
何

の
た
め
の
合
併
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
町
で
は
、
現
在
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
感
想
を
知

る
こ
と
が
、
と
て
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と

考
え
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
8 
行
政
サ
ー
ビ
ス
重
視
度
は
？

　

町
が
行
っ
て
い
る
代
表
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
や
施
策
の
う
ち
二
十
項
目
に
つ
い
て
、
ど

の
程
度
重
視
す
る
か
の
問
い
で
す
。
全
項
目

の
累
計
で
は
、「
特
に
重
視
す
る
」
二
三
・
五

％
、「
重
視
す
る
三
七
・
九
％
、
ふ
つ
う
三
三
・

六
％
、
あ
ま
り
重
視
し
な
い
四
・
九
％
で
し
た
。

　

項
目
別
に
見
る
と
、
温
泉
や
公
園
は
低
く
、

そ
れ
以
外
の
項
目
は
お
し
な
べ
て
重
視
傾
向

で
す
。「
特
に
重
視
す
る
」
で
は
、
病
院
・
除

雪
・
ゴ
ミ
・
福
祉
に
回
答
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
9 
行
政
サ
ー
ビ
ス
満
足
度
は
？

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
二
十
項
目
の
満
足
度
で
は
、

満
足
一
一
・
六
％
、
ま
あ
満
足
四
七
・
一
％
、

や
や
不
満
一
八
・
四
％
、
不
満
一
一
・
二
％
、

わ
か
ら
な
い
一
一
・
七
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
お
お
む

ね
満
足
と
す
る
も
の
が
六
割
、
不
満
と
す
る

も
の
が
三
割
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

項
目
別
に
見
る
と
、
温
泉
館
・
宿
泊
施
設
、

消
防
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
満
足
・

ま
あ
満
足
と
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
除
雪
、
文
化
施
設
、
道
路
、
病
院
、

産
業
の
項
目
で
、
不
満
・
や
や
不
満
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

文
化
施
設
は
、
特
に
重
視
・
重
視
す
る
は
少

な
く
、
普
通
と
す
る
も
の
が
多
い
反
面
、
満
足

度
で
は
不
満
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
本
町
が
重
要
施
策
と
位
置
づ
け
て

い
る
環
境
と
循
環
型
社
会
構
築
の
取
り
組
み

の
ほ
か
、
産
業
振
興
、
福
祉
、
子
育
て
、
学
校

に
つ
い
て
、
分
か
ら
な
い
と
す
る
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

●グ
 

●ラ
 

●フ
 
　
 
総
合
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

１０

　
　
　
 
満
足
度
は
？

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
満
足
度
で
は
、
満

足
七
・
三
％
、
ま
あ
満
足
六
〇
・
〇
％
、
や
や

不
満
二
四
・
六
％
、
不
満
八
・
一
％
と
い
う
結

果
で
し
た
。
お
お
む
ね
満
足
が
約
七
割
、
不

満
が
三
割
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「行政サービス」のアンケート結果

市町村合併�
アンケート�
結果報告�



●７

　総合的にみて紫
波町の行政サービス
（施策）にどの程度
満足していますか。�

　あなたは、町の行政サ
ービス（施策）について、
どの程度満足をしていま
すか。次の各行政サー
ビスについて、それぞれ
あてはまる番号を一つ選
んでお答えください。�

重視しない�

循　環�

産　業�

福　祉�

健　康�

病　院�

温　泉�

スポーツ�

文化施設�

公民館�

学　校�

子育て�

消　防�

し　尿�

ご　み�

下　水�

公　園�

除　雪�

道　路�

広　報�

窓　口�

0 0200 200400 400600 600800 8001000 10001200 12001400 1400

　あなたは、町の行政サ
ービス（施策）について、
どの程度重視しますか。
次の各行政サービスに
ついて、それぞれあては
まる番号を一つ選んで
お答えください�

満足�

まあ満足�

わからない�

やや不満�

不満�
23.5%

4.9%

33.7%

47.1%

11.7%

18.4%

11.2% 11.6%

24.6%

8.1% 7.3%

60.0%

特に重視� グラフ8グラフ9

グラフ10

ふつう�

37.9%
重視�

満足�

まあ満足�

やや不満�

不満�

227 351 457 106

313 337 311
52

253 295 519 92

210 101 732 156

361
67

498 110

60

222

58

96

243

114

136 673144 241

100 130 677197 151

318 303 186 383
66

126 234 114 645 136

100 181 225 588 160

64 284172 603 130

36 106 116 756 240

98 155 631172 192

107 212 70133 205

240 220 52081 197

96 260 131 666 100

351 368
9

440 92

259 357
29

534 81

59 98146 756 200

76 72174 739 198

特に重視� 重視� ふつう� 重視しない�満足�まあ満足�わからない�不満� やや不満�

44497489233

83466538174

36324544360

25220519498

122617

494

148

41308

371

400

12262

516

450

49366

536

340

33367525333

80472463238

39440481293

71631417139

92580357229

86635403131

207654287109

20162499578

36361573286

32266550407

60415485293

67419489279

（単位：人）�

　とりわけ回答いただいた中で、サービスを重

視する項目、不満・やや不満の多い項目につい

ては、業務の再点検を行うなど、満足度の向上

に努めていきます。

アンケートの結果は今後の
行政サービスに生かします
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●８

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
果
樹
園
で
の
作
業
・
山
菜
採

り
な
ど
で
山
に
行
く
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
ク
マ

の
活
動
も
活
発
に
な
る
時
期
で
す
。こ
の
地
図
は
、
平
成

十
一
年
か
ら
十
四
年
ま
で
の
、
ク
マ
の
目
撃
情
報
や
農

作
物
被
害
が
あ
っ
た
場
所
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

被
害
が
多
発
し
て
い
る
地
域
で
農
業
を
営
ん
で
い
る

人
や
、
入
山
す
る
人
は
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
防
衛
策

を
と
る
よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

☆
ク
マ
に
出
会
わ
な
い
た
め
に

１　

自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る

　

鈴
や
笛
な
ど
で
自
分
が
い
る
こ
と
を
ク
マ

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。人
の
気
配
を
察
知
す
る

と
、
ク
マ
の
方
か
ら
逃
げ
て
い
き
ま
す
。

２　

早
朝
、
夕
方
、
霧
の
日
は

　
　

特
に
注
意
が
必
要

　

朝
夕
は
ク
マ
が
活
発
に
活
動
す
る
時
間
帯

で
す
。日
中
で
も
、
霧
な
ど
で
薄
暗
い
場
合
は

注
意
が
必
要
で
す
。

３　

ク
マ
に
会
い
や
す
い
場
所

　

笹
や
ぶ
、
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
の
林
、
川
沿
い
、

山
す
そ
な
ど
は
特
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

４　

子
グ
マ
は
危
険
信
号

　

子
グ
マ
の
近
く
に
は
母
グ
マ
が
い
ま
す
。子

連
れ
の
ク
マ
は
特
に
危
険
で
す
の
で
、
子
グ
マ

を
見
か
け
た
ら
、
速
や
か
に
そ
の
場
を
離
れ

ま
し
ょ
う
。

☆
ク
マ
に
出
会
っ
た
ら

　

距
離
が
離
れ
て
い
る
と
き
は
、
静
か
に
そ
の

場
を
去
り
ま
し
ょ
う
。逆
に
距
離
が
近
い
と
き

は
急
に
動
か
ず
、
ク
マ
の
様
子
を
見
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
後
退
し
ま
し
ょ
う
。

　

急
な
動
き
、
背
中
を
見
せ
て
逃
げ
る
、
大
声

を
出
す
な
ど
の
行
為
は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

こ
の
時
期
ク
マ
は
、
冬
眠
か
ら
覚
め
た
後
で

腹
を
す
か
せ
て
い
ま
す
。

　

弁
当
の
空
き
箱
、
廃
棄
リ
ン
ゴ
の
放
置
な
ど

は
、
ク
マ
を
誘
う
要
因
に
な
る
の
で
必
ず
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

山菜採りなどで山に行く際は十分に注意してください。

ここが危険！　クマ出没マップ

連絡先　環境課生活環境室
�６７２-２１１１　内線５５３１

　環境課ではクマの情報を収集して
いますので、目撃などした場合には
ご連絡ください。
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志和稲荷神社�

新
山
神
社�

新
山
展
望
台�

●�

志
和
街
道�

志
和
稲
荷
温
泉�

あづまね温泉�
(ききょう荘)

北田転作営農�
改善センター�

●�

岩手GC�
（新山）�

●�

水分公民館�
水分小�

紫波三中�
上平沢小�

片寄小�

●

●�

●９

お気軽にご利用ください。

庁舎は本庁舎・第二・
第三庁舎に分かれました

第三庁舎
　福祉環境課から独立した環境課は生活

環境室と循環政策室の二室体制でNPO

法人紫波みらい研究所とも力をあわせて

環境施策に取り組みます。
　すこやか号の待合室にもなっています
ので、お気軽にお立ち寄りください。

　

町
で
は
四
月
に
行
っ
た
改
組
に

合
わ
せ
、
よ
り
効
率
的
な
運
営
を

行
う
た
め
、
銭
形
平
次
会
館
（
日

詰
商
店
街
）
を
第
三
庁
舎
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
各
庁
舎
の
位
置
と
今
年

度
採
用
の
新
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

第二庁舎
　道路の管理や除雪を担当する地域整備

課と下水道課、水道事業所があります。
　新人の赤川徹は教員免許を持ち、赤沢小
学校で講師として働いたこともある大の
子ども好き。「講師時代の経験を生かして
がんばります」

中央公民館
　中央公民館は土・日曜も図書室を開館

し、より利用しやすくなりました。教育

委員会（総務学事課、生涯学習課）もこ

ちらです。
　新人の浦田雅光が中央公民館の窓口で
皆さんをお迎えします。「早く顔を覚えて
もらって地域の人に親しまれるように努
力します」

保健センター
　長寿健康課、在宅介護支援センターが

あり、皆さんが毎日健康に過ごせるため

の支援を行っています。
　新人保健師久慈美智子は、体は小さいで
すが元気はいっぱい。「土・日曜の仕事も
多いですが体調を崩さないよう自分の健
康管理もしっかりやっていきます」

本庁舎�

紫波局�〒�

教育委員会�
中央公民館�

JAいわて�
中央日詰支所�

青少年ホーム�
総合体育館�

盛
岡
へ�

国
道
４
号�

花巻へ�

紫波橋へ�

東北銀行�

日
詰
商
店
街�

第二庁舎�

第三庁舎�
保健�
センター�
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「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
・
し
わ
」は
、
職
場
や
地
域
の
仲
間
五
人
で
一
チ
ー

ム
を
編
成
し
、
百
日
間
の
無
事
故
無
違
反
を
競
う
も
の
で
す
。今
回
で
四

回
目
に
な
る
こ
の
大
会
に
は
六
十
二
チ
ー
ム
・
三
百
十
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、

百
日
間
無
事
故
無
違
反
を
達
成
し
た
五
十
八
チ
ー
ム
に
は
、
賞
賛
状
が
交

通
安
全
対
策
協
議
会
長
（
藤
原
町
長
）
か
ら
授
与
さ
れ
、
参
加
者
全
員
に

安
全
運
転
十
則
が
書
か
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
湯
飲
み
茶
碗
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
で
お
茶
を
飲
む
た
び
安
全
運
転
を
思
い
起
こ
し
て
ほ
し
い
と
い
う

主
催
者
側
の
意
図
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。残
念
な
が
ら
酒
気
帯
び
、
速
度

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
・
し
わ
」無
事
故
無
違
反
達
成
チ
ー
ム

チ
ー
ム
名

紫
波
建
設

紫
波
建
設

上
平
沢
八
幡
若
鶴
会

長
寿
ク
ラ
ブ

佐
比
内
上
寿
会

南
伝
法
寺
老
人
ク
ラ
ブ
常
緑
会

遠
山
老
友
会

南
伝
法
寺
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会

ガ
ン
バ
日
詰
下
丸
森
Ｆ
Ｃ

紫
波
一
中
職
員

ス
ー
パ
ー
サ
ー
キ
ッ
ト

志
和
町
第
一
寿
会

シ
ッ
ク
ス
ワ
ン

紫
波
ま
ち
づ
く
り
企
画

紫
波
ま
ち
づ
く
り
企
画

紫
波
ま
ち
づ
く
り
企
画

紫
波
ま
ち
づ
く
り
企
画

紫
波
ま
ち
づ
く
り
企
画

紫
波
ま
ち
づ
く
り
企
画

た
ん
ぽ
ぽ

ナ
ッ
ク
ス
A

ナ
ッ
ク
ス
B

ナ
ッ
ク
ス
C

ナ
ッ
ク
ス
D

ナ
ッ
ク
ス
E

（
有
）タ
カ
シ
ョ
ウ
安
全
運
転
推
進
会

紫
波
安
協

メ　

ン　

バ　

ー

細
川　

妙
子

工
藤　

幸
寿

戸
川　

亮

藤
原　

忠
男

高
橋　

一

佐
々
木
光
雄

本
間　

武
夫

熊
谷　

キ
ヨ

作
山　

修

工
藤　

寿
夫

高
橋　

幸
雄

小
野　

雄
一

工
藤　

幸
二

細
川　

一
三

工
藤　

幸
子

小
田
中
卓
也

近
藤　

才
子

村
井　

直
衛

高
橋　

栄
一

畠
山
さ
お
り

田
森
悠
太
郎

杉
山　

昇

平
加　

義
明

村
越　

智
也

佐
藤　

賢
作

谷
地　

勝
昭

高
橋　

功

高
橋　

佑
治

細
川　

貴
裕

鷹
觜　

昌
雄

相
前　

末
吉

藤
井　

秀
男

佐
々
木
幸
次
郎

中
村　

直
嗣

藤
原　

貢

菅
原　

善
憲

侘
美　

庸

小
田
中
栄
一

千
葉　

貞
夫

工
藤　

正
典

浦
田　

勝
彦

今
野
奈
緒
美

阿
部　

幸
司

鷹
木　

一
宣

平
賀　

千
秋

近
谷　

義
則

藤
原　

昌
広

加
藤　

正
規

藤
原　

一
郎

村
松　

栄
一

沼
田　

正
好

真
田　

幸
香

高
橋　

毅

澤
田
松
右
エ
門

梅
原　

融

遠
藤　

淳

吉
田　

昭
雄

小
川　

鶴
雄

藤
代　

金
一

細
川
伴
次
郎

西
野　

武

吉
田
喜
美
男

高
橋　

正

藤
原
さ
え
子

羽
生　

広
則

岡
野　

富
造

細
川　

長
栄

北
田　

一
男

関
口　

彩

阿
部
み
ど
り

佐
々
木
由
浩

村
上　

秀
紀

瀬
川　

拓
也

大
石　

範
仁

田
村　

行
雄

星
川　

憲
康

澤
久
保
久
太
郎

熊
谷　

淳

田
森　

晶
子

川
野　

克
士

佐
々
木
勝
見

中
軽
米　

泉

長
坂　

徹

鷹
觜　

信
子

藤
原
貞
一
郎

西
田　

三
郎

細
川　

栄
子

中
村　

勲

佐
藤　

正

八
重
嶋
志
保

菅
原　

秀
行

佐
々
木
良
一

小
田
中
庄
右
ェ
門

細
川　

高
幹

村
上　

亜
紀

北
條　

真
弓

畠
山　

恵

杉
林　

恵
子

鎌
田
由
香
里

橘　

純
也

藤
原　

慎
也

佐
藤　

孝
一

菅
原　

一

長
谷
川
信
夫

吉
田　

昌
二

上
田
由
紀
子

熊
谷　

征
納

岩
花　

栄
子

藤
村　

隆

安
部　

友
美

小
網　

勝
栄

鷲
盛　

瑞
良

曲
木　

善
作

菊
池　

長
次

山
田　

金
三

細
川　

清
一

工
藤　

智
之

伊
東　

敬
子

遠
山　

健

工
藤
陶
三
郎

杉
浦　

郁

山
下　

綾
子

泉
山　

聡

半
田　

聖
司

吉
田　

夏
生

杉
林　

里
美

沼
田　

健
浩

高
橋　

恵

上
田　

勇
二

高
橋　

亨

佐
々
木　

仁

菅
野　

弘
隆

田
村　

敬
子

武
藤　

幹
浩

宮
野　

純
子

　増加傾向にある交通事故に歯止めをかけ、交通マナーの向
上を図る交通安全コンクール「チャレンジ１００・しわ」が平成
１４年１１月２１日から１５年２月２８日まで行われました。ここ
ではその達成したチームをご紹介します。
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総
務
Ⅰ

あ
け
ぼ
の
会

紫
波
高
校
ザ
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ン
ド

紫
波
高
校
ザ
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
ズ

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ン

消
防
団
本
部

1
0
3

紫
波
郵
便
局
Ａ

紫
波
郵
便
局
Ｂ

日
詰
地
区
交
通
安
全
母
の
会

ド
リ
ー
ム

東
北
Ｔ
Ｋ
Ｒ

西
川
電
業

十
分
団
一
部

第
三
分
団
第
一
部

消
防
団
第
八
分
団
第
一
部

下
水
道
課

木
産
チ
ー
ム

赤
石
ナ
イ
ス
ミ
デ
ィ
ー
チ
ー
ム

総
務
課
Ⅱ

　

ー
2

１０赤
石
地
区
防
犯
協
会

ロ
ー
タ
ス
深
澤
Ａ

ロ
ー
タ
ス
深
澤
Ｂ

ト
ミ
マ
ア
ム

ト
ー
マ
ス

赤
丸
チ
ー
ム

農
林
課

福
祉
環
境
課
Ａ

福
祉
環
境
課
Ｂ

議
会
事
務
局

細
川　

久

西
村　

誠
一

日
山　

敏
子

佐
々
木
嘉
直

高
橋　

真
二

大
沼　

秀
一

畠
山　

栄
悦

高
橋　

秀
一

野
中　

博
之

畠
山　

軍
子

佐
々
木
千
穂
美

高
橋　

伸
夫

高
橋　

俊
光

沼
田　

伸
一

渡
辺　

幸
一

岩
舘　

佐
吉

藤
原　

秀
夫

八
重
畑　

武

小
笠
原
洋
子

高
橋　

栄
悦

松
坂　

一
郎

佐
々
木
忠
夫

佐
々
木
克
美

伊
藤　

正
之

細
川　

敏
幸

小
田
島
栄
太
郎

八
重
嶋
雄
光

杉
浦　

正
治

中
田　

久
敏

多
田　

祥
一

佐
々
木　

忠

小
田
中
悦
郎

田
村　

春
吉

小
川
口
晏
彦

五
十
嵐　

彰

阿
部　

雄

阿
部　

悦
尚

畠
山　

金
一

上
野　

公

佐
藤　

隆
行

　

福　

敦
子

大
弓　

信
子

沢
田　

敏
道

作
山　

哲
也

田
面
山　

保

須
川　

安
司

大
沼　

正

工
藤　

巧

赤
坂　

稔

山
影　

静
子

石
川　

和
広

高
橋　

浩
一

長
谷
川　

實

藤
原　

清

高
橋　

良
勝

佐
藤
美
津
彦

小
田
中
修
二

佐
藤　

勇
悦

渡
邉　

泰
夫

成
海　

鋭
昭

佐
藤　

好
雄

佐
藤　

敬
悦

箱
崎　

茂
巳

加
藤　

義
男

山
崎　

久
登

小
岩
美
津
子

松
岡　

好
和

畠
山　

孝
也

藤
原　

定
夫

遠
藤　

隆
之

松
本　

恵
理

北
條
美
智
子

本
間　

章
子

畠
山
喜
美
男

宮
崎　

正
男

川
村　

勝
俊

藤
原　

修
一

大
沼　

幸
男

小
川　

篤

工
藤　

行
三

松
川　

直
子

高
橋　

隆
浩

川
村　

馨

岩
清
水
信
悦

平
舘　

利
行

照
井　

史
明

藤
滝　

学

堀
内
由
美
子

藤
原　

匡
史

鷹
觜　

修
司

藤
尾　

絹
子

藤
原　

信
夫

阿
部　

薫
之

照
井　

崇

山
本　

義
信

鳩
岡　

史
朗

赤
平　

友
湖

柳
沢　

守

栃
澤　

博
夫

藤
原　

悦
朗

西
在
家　

純

坂
田　

栄
治

中
村　

武
子

大
弓　

信
子

小
笠
原
文
男

高
橋　

信
人

中
田　

英
希

西
田　

克
夫

赤
川　

昭
治

横
沢　

晋
史

藤
沢　

昭
広

櫻
井
み
ゆ
き

谷
地
舘　

勝

多
田　

佳
美

高
橋　

勝
男

佐
藤　

英
俊

橘　

大
樹

藤
根
あ
け
み

工
藤　

信
吾

八
重
嶋　

靖

佐
藤　

一
夫

八
重
嶋
幸
子

吉
田　

修

工
藤
美
和
子

高
橋　

忠
子

西
村　

二
男

小
野
寺
純
志

及
川　

等

長
谷
川　

崇

滝
浦　

重
美

佐
々
木　

勉

村
上　

保

佐
藤　

全

塩
井
ミ
ツ
子

佐
々
木
修
子

藤
原　

和
夫

佐
藤　

福
見

中
田　

智

須
川　

早
苗

大
沼　

敏
和

中
村　

雅
彦

武
蔵　

章

小
田
島
恵
子

佐
々
木
銀
一

山
下　

栄
悦

瀬
川　

皎
子

深
澤　

敬

多
田　

輝
子

藤
原　

睦

鎌
田　

千
市

高
橋　

佳
治

藤
原　

博
視

熊
谷　

敬
子

鎌
田　

一
元

阿
部　

裕
行

超
過
な
ど
で
四
人
が
交
通
違
反
と

な
り
、
四
チ
ー
ム
が
脱
落
し
ま
し
た

が
、
幸
い
人
身
事
故
は
な
く
、
現
在

紫
波
署
管
内
で
も
交
通
死
亡
事
故

無
し
の
記
録
を
伸
ば
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。四
月
三
十
日
に
は
、
県
警
本
部

長
か
ら
六
カ
月
間
交
通
死
亡
事
故

を
抑
止
し
た
功
績
に
よ
り
町
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
交
通
安
全
運
動
の
重
点
は　

①
子
ど
も
と
高
齢
者
を
事
故
か
ら

守
る　

②
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用　

③
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯　

で
す
。

事
故
の
多
い
夕
方
の
事
故
防
止
に
は
ラ
イ
ト
の
点
灯
が
効
果
的
で
四
十
七

の
モ
デ
ル
事
業
所
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

紫
波
警
察
署
で
は
速
度
取
り
締
ま
り
の
レ
ー
ダ
ー
が
つ
い
た
パ
ト
カ
ー
を

導
入
し
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
取
り
締
ま
り
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。交
通

違
反
の
罰
則
も
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
瞬
の
油
断
に
よ
る
交
通
事
故
で

人
生
を
棒
に
振
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
交
通
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　４月２５日、交通安全対策
協議会長から５８チームに賞
賛状が授与。（上）
　４月３０日、６カ月間交通
死亡事故抑止の表彰では藤
原町長が代表して賞状を受
け取りました。（左）
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肝
臓
の
病
気
と
い
う
と
、
酒
の
飲
み

過
ぎ
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｂ
型
、

Ｃ
型
な
ど
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
正

し
く
知
ら
れ
て
い
な
い
た
め
過
度
の

警
戒
や
偏
見
が
、
療
養
の
妨
げ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

肝
臓
病
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
シ
リ
ー
ズ
で
そ
の
特
徴
や
注
意
点

な
ど
渡
辺
内
科
医
院
渡
辺
立
夫
院
長

に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇　

肝
炎（
慢
性
肝
炎
）の
原
因
と
特
徴

　

肝
炎
、
特
に
慢
性
肝
疾
患
は
原
因
別
に
①

ウ
イ
ル
ス
が
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
性
、
②

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
や
肥
満
が
原
因
の
脂

肪
肝
、
③
自
己
免
疫
性
肝
障
害
の
大
き
く
三

種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。（
図
１
）

　

こ
の
な
か
で
、
②
は
原
因
が
明
確
な
た
め
、

守
れ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
対
処
法
も
禁

酒
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
と
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

③
の
自
己
免
疫
性
は
原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変

な
ど
が
あ
り
厄
介
な
病
気
で
す
が
、
非
常
に

ま
れ
な
病
気
で
、
結
局
の
所
、
一
番
問
題
と

な
る
の
が
①
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
と
な
り
ま

す
。

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
発
見
さ
れ
た
順
番
に

A
B
C
D
E
…
…
と
名
前
が
付
い
て
い
ま
す

が
（
表
１
）、
A
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
食
べ
物

か
ら
感
染
す
る
経
口
感
染
で
「
生
ガ
キ
」
が

原
因
と
な
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
A
型
肝
炎
は
発
病
し
て
も
慢
性
化
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

B
型
肝
炎
は
血
液
を
介
し
て
感
染
し
、
感

染
力
も
強
く
性
的
接
触
に
お
い
て
も
感
染
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
に
は
一
過

性
感
染
と
し
て
急
性
肝
炎
で
終
わ
り
ま
す
。

母
子
感
染
で
は
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
確

率
で
持
続
感
染
に
移
行
し
て
、
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
肝
が
ん
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
母
子
感
染
の
可
能
性
が
あ

る
場
合
に
は
、
出
生
直
後
に
免
疫
グ
ロ
ブ
リ

ン
の
投
与
を
行
い
肝
炎
の
発
病
を
予
防
す
る

処
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

C
型
肝
炎
は
や
は
り
、
血
液
を
介
し
て
感

染
し
ま
す
が
感
染
力
は
B
型
肝
炎
の
よ
う
に

は
強
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
C
型
肝
炎

は
ど
の
時
期
に
感
染
し
て
も
慢
性
化
す
る
と

い
う
厄
介
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

D
型
肝
炎
は
B
型
肝
炎
の
ウ
イ
ル
ス
に
寄

生
し
て
増
殖
す
る
と
い
う
珍
し
い
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
、
肝
炎
が
重
症
化
、

劇
症
化
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
非
常
に
ま
れ
な
肝
炎
で
す
。

　

E
型
肝
炎
は
イ
ン
ド
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど

で
水
系
に
発
生
す
る
伝
染
性
肝
炎
で
す
が
、

経
口
感
染
で
あ
る
こ
と
や
慢
性
化
し
な
い
点

な
ど
A
型
肝
炎
に
よ
く
似
て
い
ま
す
。

　

◆
次
回
は
、
生
活
上
の
気
を
つ
け
た
い
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
の
話
に
な
り
ま
す
。

正しく� シリーズ１�

慢
性
肝
疾
患�

B
型�

C
型�

ウ
イ
ル
ス
性�

　
　   

肝
炎�

ア
ル
コ
ー
ル
性�

　
　  

肝
障
害�

�

脂
肪
肝�

自
己
免
疫
性�

      

肝
障
害�

慢性�
肝疾患の�
原因�

そ
の
他

肝
が
ん　

と
の
関
係

キ
ャ
リ
ア

感
染
経
路

病
原　
　

ウ
イ
ル
ス

肝
炎
の　

種
類

冬から春に
散発発生なしなし経口HAVA型

持続感染
による慢性化ありあり血液HBVB型

持続感染
による慢性化ありあり血液HCVC型

日本では
少ない不明あり血液HDVD型

輸入
感染例のみなしなし経口HEVE 型

ウイルス性肝炎の種類

※感染経路の「経口」とは口から身体に入るこ
とで感染することを指します。
※「キャリア」とは、肝炎ウイルス保有者のこ
とを指します。

〈表１〉

〈図１〉
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赤石公民館　電話６７６-３９９９　有線０４-６１６１
月

２,０００円１０人毎週火曜
午後７時～

社交ダンス
教室（初心者）

月
２,０００円１０人毎週木曜

午後７時～
社交ダンス
教室（中級）

無料１０人第３土曜
午前１０時～

子ども囲碁
　　　　教室

紙代実費１０人第２火曜
午後１時３０分～

絵手紙
　　　　教室

彦部公民館　電話６７６-４６７０　有線０１-６６９８
年１,０００円
粘土代１,７００円

制限
なし

第２火曜
午後１時～

陶　芸
　　　　教室

年
１,０００円

制限
なし

第３月曜
午前９時３０分～

日本画
　　　　教室

年１,０００円
花代別

制限
なし

第４木曜
午前１０時～

生け花
　　　　教室

年
６,０００円

制限
なし

第３水曜
午後７時～

カラオケ
　　サークル

佐比内公民館　電話６７４-２６２６　有線０５-７３３７
年

２,０００円
制限
なし

毎週木曜
午後１時３０分～

竹細工
　　　　教室

年
２,０００円

制限
なし

毎月１回月曜
午前９時３０分～

草木染
　　　　教室

年１,０００円
材料代別

制限
なし

年６回（６月～）
午前９時３０分～、
または午後１時３０分～

ハーブ体験
　　　　教室

年
１,０００円

制限
なし

５～８月毎週木曜
午後１時３０分～

シルバー太鼓
　　　　教室

年１,０００円
材料代別

制限
なし

年５回（６月～）
前９時３０分～

ガーデニング
　　　　教室

赤沢公民館　電話６７６-３０３６　有線０６-７９５２
年３,０００円
手本代６００円

制限
なし

第１・３水曜
午後７時～

書　道
　　　　教室

月
７００円

随時
入会

第４水曜
午後７時～

歌　謡
　　　　教室

材料代別若干名月１回～２回
午前９時～

表　具
　　　　教室

無料
練習管貸与

制限
なし

年１０回
日時未定

よこ笛
　　　　教室

長岡公民館　電話６７６-３７８９　有線０７-８２２６
未定１０人土曜（不定期）

午後６時～
チビッコ踊り
　　　　教室

年
３,５００円１５人第１・３金曜（全１４回）

午後７時３０分～
パッチワーク
　　　　教室

材料代
１,０００円１０人第２・４火曜

午前９時３０分～
お菓子作り
　　　　教室

月
１,０００円１０人第２土曜

午後２時～
詩　吟
　　　　教室

月
５００円１０人第１・３火曜

午後７時～
太極拳
　　　　教室

日詰公民館　電話６７１-１６４２　有線０１-８９４２
１回
２,５００円

制限
なし

奇数月第１火曜
午前１０時～「布絵」講座

１回
１,０００円程度１０人年５回（初回５月１５日）

午前１０時～
元気！
ハーブ生活

無料
練習管貸与

各
１０人

土日各コース（全８回）
午後６時～

初心者
　尺八講座

１回
５００円

各
１０人

５月１９日（月）、
　　２０日（火）
午後１時３０分～・
午後４時３０分～

パソコン講座
（インターネット編）

古館公民館　電話６７６-２３２３　有線０１-２１０２
無料２０人第４月曜

午前１０時～
女　性
　　　　講座

無料３０人第３木曜
午後１時～

元気
生き生き講座

月１,０００円
保険料別２０人毎週月曜

午前１０時～
３Ｂ体操
　　　　教室

月１,０００円
テキスト代別１０人第１・３火曜

午後１時３０分～
書道教室
　（昼の部）

月１,０００円
テキスト代別１０人第１・３金曜

午後７時３０分～
書道教室
　（夜の部）

水分公民館　電話６７３-８２２２　有線０２-３５２４
年

３,０００円
１０人
以上

第２・４水曜
午前９時３０分～

洋　裁
　　　　教室

年２,０００円
粘土代別

１０人
以上

第２・４金曜
午後１時３０分～

陶　芸
　　　　教室

年３,０００円
手本代別

１０人
以上

第１・２月曜
午後７時３０分～

書　道
　　　　教室

年
３,０００円

１０人
以上

第２・４月曜
午前９時３０分～

着付け
　　　　教室

材料実費１０人
以上

６月２７日（金）午前中
７月１８日（金）午前中

草花の
寄植え講座

サークル
会費別途

１０人
以上

第１・３木曜
午後７時３０分

コールあづまね
　   （コーラス）

年
３,０００円

１０人
以上

毎月１回
午後１時３０分～

民　謡
　　　　教室

志和公民館　電話６７１-７１１２　有線０３-５２２３
月

５００円２０人第３水曜
午前９時３０分～

和　紙
ちぎり絵教室

年
２,０００円

制限
なし

第４木曜
午前９時３０分～

川　柳
　　　　教室

年
２,０００円２０人第３火曜

午前９時３０分～
押し花
　　　　教室

無料制限
なし

年５回
開催日時不定

農　業
　　　　講座

月
３,５００円２０人月２回土曜

午前１０時～
茶　道
教室（裏千家）

表内の順番は次のとおりです
教室・講座名／開催日・時間／定員／必要経費

施
設
利
用
料
が

変
更
に
な
り
ま
し
た

　

中
央
、
古
館
、
赤
石
、
彦
部
の
各
公
民
館
、
総
合
体
育
館
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
の
使
用
料
が
四
月
一
日
利
用
分
か
ら
「
一
時
間
あ
た
り
」
に
変
更
さ
れ

ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成１５年度

公民館　前期おすすめ講座
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今
春
は
町
全
体
で

小
学
校
に
三
百
五
十

人
、
中
学
校
に
四
百

十
一
人
が
入
学
し
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
水
分
小

学
校（
阿
部
聖
朗
校
長
、

児
童
百
七
人
）
で
は
男
子
六
人
、
女
子

九
人
が
新
一
年
生
に
な
り
、
上
級
生

や
先
生
の
見
守
る
中
、
担
任
の
点
呼
に

元
気
に
答
え
、
校
長
先
生
か
ら
は

「
し
っ
か
り
と
話
が
聞
け
る
耳
を
持
ち

ま
し
ょ
う
」と
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
に
落
成
し
、
四
月
か
ら

木
造
新
校
舎
で
授
業
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
上
平
沢
小
学
校
（
森
田
雄
一
校

長
、
児
童
百
二
十
三
人
）
で
は
、
木
の

香
り
に
包
ま
れ
た
広
々
と
し
た
教
室

に
入
っ
た
一
年
生
十
九
人
が
、
式
の
疲

れ
も
見
せ
ず
担
任
の
先
生
の
名
前
を

懸
命
に
覚
え
て
い
ま
し
た
。

　

み
ん
な
お
友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
元
気
に
通
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ふ
る
さ
と
盛
岡
を
愛
し
た
新
撰
組
の
隊
士
・
吉
村
貫
一
郎
の

生
き
ざ
ま
を
描
い
た
話
題
の
映
画
「
壬
生
義
士
伝
」
の
上
映
会

が
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
で
行
わ
れ
ま
し
た
。上
映
に
先
駆
け
て

原
作
者
浅
田
次
郎
さ
ん
の
「
壬
生
義
士
伝
余
話
」
と
題
し
た
講

演
会
で
は
、
作
家
と
し
て
の
軌
跡
や
役
者
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
が
語
ら
れ
、
集
ま
っ
た
約
五
百
人
の
観
客
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。壬
生
義
士
伝
は
浅
田
さ
ん
が
若
い
こ
ろ
執
筆

し
た
原
稿
を
元
に
新
た
に
書
き
上
げ
た
も
の
で
、
苦
労
し
て
き

た
経
験
が
す
べ
て
後
々
の
自
分
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。講
演
後
に
は
浅
田
さ
ん
の
熱
烈
な
フ
ァ
ン
を
中
心
に

サ
イ
ン
と
原
作
本
を
求
め
る
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

映
画
は
昼
夜
二
回
上
映
で
千
人
が
観
賞
。涙
を
誘
う
シ
ー
ン

も
あ
り
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
拍
手
が

わ
き
起
こ
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

衛
生
組
合
連
合
会
主
催
の
町

内
一
斉
清
掃
が
あ
り
、
肌
寒
い

曇
り
空
の
下
、
各
行
政
区
ご
と

に
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
、
水
路

清
掃
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紫
波
中
央
駅
付
近
を
掃
除
し
た

人
は「
町
並
み
が
新
し
い
せ
い
か

思
っ
た
よ
り
も
ご
み
が
少
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
雪
捨
て
場
に
な
っ
て

い
た
と
こ
ろ
に
は
雪
と
一
緒
に

ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
た
り
、
ポ

イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
が
目
立
ち

ま
し
た
」と
、
ま
た
日
詰
駅
付
近

で
は
親
子
で
ご
み
拾
い
を
す
る

小
学
生
の
姿
も
見
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

一
部
の
心
な
い
人
の
た
め
に

汚
さ
れ
た
町
を
き
れ
い
に
し
て

く
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

直木賞作家　浅田次郎氏が来町
映画「壬生義士伝」に感動の涙

 ４
　　１９

きれいな町で暮らしましょう
第１回クリーン紫波運動

 ４
　　２０

友達１００人できるかな
新入生が元気に入学

 ４
　　８

　

城
山
桜
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
は
雨
で
一
日
順
延
に
な
り
ま
し
た
が
、

水
を
受
け
た
花
は
よ
り
鮮
や
か
に
な
り
、
ま
さ
に
満
開
、
こ
こ
数
年

に
な
い
一
万
八
千
人
を
超
す
人
出
と
な
り
ま
し
た
。初
の
試
み
で
あ

る
中
学
生
に
よ
る
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
で

は
、
ス
テ
ー
ジ
前
の
広
場
が
人
で
埋
め
尽

く
さ
れ
大
層
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま

し
た
。も
ち
の
振
る
舞
い
に
も
長
蛇
の
列

が
で
き
、
用
意
さ
れ
た
千
二
百
食
は
ア
ッ

と
い
う
間
に
平
ら
げ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た

生
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
の
桜
の
木
の
下
コ
ン

サ
ー
ト
は
若
者
に
人
気
で
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ま
つ
り

と
な
り
ま
し
た
。山
を
彩
る
二
千
本
の
桜

の
美
し
さ
は
県
外
ま
で
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
関
東
方
面
か
ら
も
立
ち
寄
る
観
光

客
が
い
る
ほ
ど
で
す
。

満開の桜のもとで賑わった
第３２回城山桜まつり

 ４
　　２７

水分小学校の
入学式

上平沢小学校では町の木でできた机でスタート
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町
で
は
、
環
境
課
を
独
立
強
化
さ
せ
、
美
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
る
ご
み
ポ
イ
捨
て
監
視
員
へ
の
辞
令
交
付
が

行
わ
れ
、
新
人
四
人
を
含
む
二
十
人
が
決
意
も
新

た
に
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

監
視
員
は
次
の
十
地
区
二
十
人
で
す
。

【
日
詰
】
村
上
昭
三
さ
ん
、
似
里
健
三
さ
ん　
【
古

館
】
細
川
正
雄
さ
ん
、
高
橋
肇
さ
ん　
【
水
分
】
菅

川
一
さ
ん
、
須
川
弘
朗
さ
ん　
【
上
平
沢
】工
藤
陶

三
郎
さ
ん
、
吉
田
昭
雄
さ
ん　
【
片
寄
】藤
尾
孝
太

郎
さ
ん
、
岡
本
実
さ
ん　
【
赤
石
】高
橋
満
征
さ
ん
、

佐
藤
皚
さ
ん　
【
彦
部
】阿
部
源
一
さ
ん
、
塚
田
孝

子
さ
ん　
【
佐
比
内
】清
水
昌
次
さ
ん
、
菅
原
利
夫

さ
ん　
【
赤
沢
】石
亀
孝
文
さ
ん
、
高
野
基
さ
ん　

【
長
岡
】工
藤
勇
さ
ん
、
阿
部
裕
悦
さ
ん

　

国
際
交
流
協
会
の
定
期
総
会
が
開
か
れ
、
今
年
度
も

国
際
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け

入
れ
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
訳
な
ど
国
際
親
善
の
た
め
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
、
総
会
後
は
中

国
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
出
身
の
留
学
生
家
族
と
の
交
流
会

が
あ
り
ま
し
た
。ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
中
国
北
部
に
位

置
す
る
非
常
に
面
積
の
大
き
な
地
域
で
、
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
ウ
イ
グ
ル
の
建
物
や
食
べ
物
な
ど
の
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。続
い
て
四
人
が
鮮
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い
民

族
舞
踊
を
披
露
。国
際
交
流
協
会
の
メ
ン
バ
ー
も
誘
わ

れ
、
軽
快
な
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
一
緒
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
に
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
紫
波
周
辺
を
会
場

に
第
一
回
国
際
交
流
駅
伝
が
予
定
さ
れ
、
外
国
の
人
が

た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。大
会
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

名
誉
町
民
巽
聖
歌
を
顕
彰
す
る
碑
前
祭
（
日
詰
公
民
館
・
短
歌
会
共

催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。野
村
七
蔵
先
生（
聖
歌
の
本
名
）の
教
え
子
で
、
元

教
師
の
童
話
作
家
作
山
静
男
さ
ん（
古
館
）
が「
感
性
を
み
が
く
と
い
う
こ

と
―
巽
先
生
か
ら
の
教
え
―
」
と
題
し
て
、「
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
多
く

す
る
こ
と
、
生
き
た
人
間
同
士
の
生
の
つ
き
あ
い
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
命

あ
る
も
の
と
の
出
会
い
と
別
れ
を
通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
る
」
な
ど

の
教
え
を
う
け
た
こ
と
を
中
央
公
民
館
で
講
演
。そ
の
後
、
運
動
公
園
内

の
詩
碑
に
短
歌
会
会
員
の
短
歌
が
捧
げ
ら
れ
、
南
日
詰
の
た
け
の
こ
舞
な

ど
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
週
間
ほ
ど
前
に
は
東
京
都
小
金
井
市
の
合
唱
グ
ル
ー
プ
「
銀

の
櫂
」
三
十
四
人
が
、
歌
碑
を
訪
ね
る
旅
の
一
環
と
し
て
こ
の
地
を
訪
れ
、

紫
波
童
謡
の
会
と「
た
き
び
」を
合
唱
し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

中国人留学生による
民族舞踊で国際交流

今なお慕われる町の偉人
巽聖歌を顕彰

きれいな町づくりの見張り番
ごみポイ捨て監視員

 ４
　　１９

 ４
　　２４

 ４
　　２４

４月２４日に行われた南日詰の
たけのこ舞（上）と東京都小金
井市の合唱グループ「銀の櫂」
（右）
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　平成１５年度から鉛についての水道水質基準が
0.01mg/�以下に強化されました。この数値は、鉛の人体
への蓄積性を考え、水道水を毎日飲んでも将来にわたっ
て健康への影響がない値として設定されたものです。
　町内では昭和５５年前後までは鉛製給水管が部分的に
使われていましたが、その後は、ポリエチレン管などが使
用されています。もちろん水道施設から供給している水道
水についても、水質検査の結果新基準値をクリアしていま
す。ただし、古い給水管を使用している場合は、鉛製の場
合も考えられますので、次のことにご注意ください。

○　鉛製給水管を使用している場合【長時間管内に停滞
した水の鉛濃度が上昇することが考えられます】
　　・鉛製給水管をほかのものに替える→最も確実な方

法
　　・朝一番や、長時間留守にしたあとの最初の水道水
を、バケツ一杯程度飲み水以外に使用する→管内
にたまった水を流すと鉛濃度は減少します

○　調査を希望する人は水道事業所までご連絡を　ご
家庭の給水管が鉛製かどうかは、水道事業所で調べ
ることができます。

○　給水管は建物に付帯した個人の財産　鉛製給水管
の交換は、各個人の負担となります。ただし、町では配
水管の改良・修繕工事、水道メーターの交換工事など
に併せ、現場周辺の給水管や水道メーターを鉛レス製
品に順次交換しています。

鉛製給水管について

　貯水槽水道は、容量や建物の延床面積により衛生面での管理
が水道法や建築物における衛生的環境の確保に関する法律（建
築物衛生法）により義務付けられていました。４月からは、これ
まで対象外だった小規模の貯水槽水道にも、管理基準が定めら
れました。設置している皆さんは適正な管理をお願いします。
※マンションやアパートなどの共同住宅や、業務用として使用
するもののほか、個人で所有する貯水槽（受水タンク付加圧ポ
ンプなど）についても該当します。
※受水槽容量の合計が１０m3を超えるものは、これまでどおり法
例に基づいた管理をお願いします。

小規模貯水槽水道（受水槽容量１０m3以下）の管理基準
�　水槽の定期清掃を行う（１年以内ごとに１回）
�　水槽の点検など、汚染防止の措置を行う（適宜）
�　供給する水の状態（色、濁り、臭い、味、その他）に異常を
認めたときは、水質検査を実施する
�　供給する水が人の健康を害するおそれがある場合は直ち
に給水を停止し、関係者（利用者、関係機関）に知らせる
�　定期的に水の色、濁り、臭い、味、残留塩素の有無につい
て水質検査を実施する（１年以内ごとに１回）

水道事業所からのお知らせ
貯水槽（受水槽・高架水槽）を設置し、町水道を利用している皆さんへ

貯水槽水道の適正な管理をお願いします

【問合せ】水道事業所　給水サービス室�６７２-２１１１　内線５４３２・５４３３
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元気はつらつメンバーズ
募集　仲間と楽しく！

　町では、健康づくりの意識が普及さ
れるよう、その先駆けとして一定期間
の運動と講習に取り組み、健康づくり
を実践する「元気はつらつメンバー
ズ」を募集します。だれでもできるメ
ニューです。体力に自信がない人でも
仲間と楽しく健康になりましょう。
◇● 内容　ウォーキング、水中運動、簡
単体操、健康食などの実技と健康づ
くり講習を月２、３回開催。時間帯は
主に平日の日中で、そのほかに健康
チェック（体重、体脂肪、血液検査な
ど）を行います。
◇● 期間　６月から３月
◇● 対象　町内在住の２０歳以上７０歳
ぐらいまでの人（２５人）　※経費は無
料です。申込は５月３０日（金）まで
◇● 問合せ・申込　長寿健康課�６７２-
４５２２　有線０１-８９９１

花と緑のまちづくり
第１８回緑の祭典

　今年も花木、植木の即売、手入れ
相談などを行う緑の祭典を開催しま
す。まちを花と緑でいっぱいにしましょ
う。先着順でケヤキ（２５人分）と花
（３００人分）の苗を、午前９時４５分と
午後１時３０分にそれぞれ配布するお
楽しみプレゼントも。またお買上げ
１,０００円ごとの福引抽選や、綿菓子
コーナーもありますので、ご家族そ
ろってお出かけください。
◇● 期日　５月２５日（日）、午前９時３０
分～午後４時
◇● 場所　ナックス東側駐車場
◇● 問合せ　地域整備課�６７２-２１１１　
内線５１４２

胡堂ゆかりの講演
第１７回野村記念講座

　さわやかな汗を流し、山頂の澄ん
だ空気にふれる第２０回東根山登山を
開催します。参加者には、ラ・フラン
ス温泉館入浴優待券とジュース、２０
回記念バッジを差し上げます。また
頂上では、ラ・フランス温泉館ペア入
浴優待券の抽選会も行います。
◇● 期日　６月７日（土）、午前８時３０
分～午後３時
◇● 参加費　５００円（小学生３００円）　
※保険料込
◇● 問合せ・申込　教育委員会�６７２-
３３６２、水分公民館�６７３-８２２２、ラ・
フランス温泉館�６７３-８５５５

町のシンボル
東根山へみんなで登山

　興味深い講演と華麗な演奏や歌を
聴くことができる第１７回野村記念講
座が開催されます。入場は無料です
が、事前に配布される整理券が必要
です。数に限りがありますので、お
早めにどうぞ。
◇● 期日　６月２２日（日）、午後２時
◇● 場所　野村胡堂・あらえびす記念
館
◇● 内容　第１部　講演「野村一彦の
遺したもの」住川碧さん（野村胡堂の
孫）　第２部　コンサート　ベートー
ヴェン／ピアノとヴァイオリンのための
ソナタ第５番「春」ほか　【出演者】嶺
貞子さん（ソプラノ）、糸井正博さん
（フルート）、長岡秀子さん（ヴァイオリ
ン）、田村安佐子さん（ピアノ）、山田
武彦さん（ピアノ）
◇● 整理券　５月２０日（火）から野村
胡堂・あらえびす記念館、中央公民館、
政策経営課で配布
◇● 問合せ　野村胡堂・あらえびす記
念館�６７６-６８９６　有線０１-２２００

　「家を新築したいが所有する山の木
で家を建てたい」、「地元の木を使っ
た家づくりをしたい」、という建主さ
んのため、町では住宅建設資金利子
補給制度と住宅の固定資産税減免制
度を実施しています。一定量の町産木
材を使用した住宅を建設、または購
入する人に、住宅建設借入金の利息
の一部を補助し、さらに固定資産税
を一定期間減免するものです。これか
ら家を建てる計画がある人は、町産
木材の利用を検討されてみてはいか
がでしょうか。
　なお、利子補給補助については、
県が実施している県産木材利用住宅
建設資金利子補給補助制度も併せて
受けられます。
◇● 町産木材とは　町内で伐採し、か
つ町内で製材加工した木材
◇● 制度を利用できる人　金融機関の
融資を受けて、町内に木造の住宅を
建設又は新築住宅を購入する人
◇● 制度の対象となる住宅　在来軸組
工法による一戸建ての新築住宅（居
住用に限る）
　※そのほか住宅の規格や補助の内
容に規定がありますのでお問い合わ
せください。
◇● 問合せ・申込　農林課農林振興室
�６７２-２１１１　内 線３３３２　有 線０１-８８２２
　税務出納課資産税室�６７２-２１１１　内
線１２３１　有線０１-８９１２

地元木材を活用した
家づくりに補助制度

　地元の銘酒をはじめ、南部杜氏
が鑑評会に出品した１１５銘柄が集
まる「全国蔵元フェスティバル」
が開催されます。当日は佐比内の
豆腐、しわ黒豚、しわ牛、地元の
野菜・山菜料理を盛り込んだ折詰
料理、稲藤一のそばなども味わえ
ます。お誘い合わせの上、田植え
後のさわやかな時期にひとときの
「 早  苗  饗 」をお楽しみください。

さ な ぶり

◇● 期日　５月３０日（金）・３１日（土）、

いずれも午後６時３０分から
◇● 場所　ラ・フランス温泉館湯
楽々交流プラザ紫波
◇● 参加費　３,０００円（当日限り有効
の入浴券付き。ビール・ジュース
は別料金）　※先着８０人。役場か
ら無料送迎バスが出ます
◇● 申込　政策経営課、ラ・フラン
ス温泉館で前売り券を発売中
◇● 問合せ・申込　政策経営課商工
観光室�６７２-２１１１　内線３２４２
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夏期博物館セミナーで
いわてを知ろう

　県の歴史、文化や自然を学びませ
んか？　県立博物館の学芸員が解説
する講座です。
◇● 期日　６月７日・１４日・２１日・２８日
の全４回（いずれも土曜）、午後１時
３０分～３時
◇● 主会場　赤石公民館
◇● 問合せ・申込　教育委員会生涯学
習課まで�６７２-３３６２　内線３４

事業主の皆さんへ
新卒者の求人について

　盛岡公共職業安定所では、来年３
月の新規学校卒業者を対象にした求
人提出方法などの説明会を次のとお
り開催します。
◇● 矢巾会場　６月４日（水）、午後１
時３０分～３時３０分、矢巾町公民館
◇● 盛岡会場　６月６日（金）、午後２
時～４時、県自治会館
　また、平成１６年３月新規学校卒業
者を対象とする求人受付開始は次の
とおりです。
◇● 大学、短大、高専、専修の各学校　
平成１５年３月１日から
◇● 中学、高校の各学校　平成１５年６
月２０日から
◇● 問合せ　盛岡公共職業安定所求人
企画部門�６５１-８８１１　内線２５３

定員実施曜日講座名

１５人月曜（全３０回）華　道

１０人火曜（全３０回）茶　道

１５人水曜（全１５回）料　理

１５人木曜（全３０回）着　付

３０人木曜（全３０回）バドミントン

青少年ホーム長期講座

自動車税の納期限を
お忘れなく

　４月１日現在の所有者に課税され
る自動車税は、５月中旬に地方振興
局から送付される納税通知書で、最
寄りの金融機関で納めてください。
◇● 納期限　６月２日（月）
◇● 問合せ　盛岡地方振興局税務部

�６２９-６５４６

ダンスが好きな
子どもたち集まれ！

　すべての運動の基本となるリズム
感と柔軟性を養いながら、学校や学
年の枠を越えた友だちと楽しく踊りま
しょう。現在２５人ほどがレッスンして
います。
◇● 活動日時　毎週土曜、年長児から
小学生は午前１０時～１１時／中学生
は午前１１時～１２時
◇● 場所　赤石公民館
◇● 会費　１回３００円
◇● 問合せ　高橋厚子さん�６７２-１２８０

銭形屋　青少年ホーム
長期講座受講生募集

　青少年ホームでは１５年度利用会員
を募集しています。各種講座、イベン
ト、クラブ活動などを通じての新しい
仲間づくりや、趣味を広げるためにも
多数の申込みをお待ちしています。利
用会員登録（登録料１,０００円）は、青少
年ホーム窓口で受け付けています。
　また、長期講座を５月より開設して
います。受講希望する人は、青少年
ホーム窓口にて利用会員登録、講座
受講申込みをしてください。各講座と
もに定員になり次第締め切りますの
でお早めにどうぞ。
◇● 時間　午後７時～９時
◇● 場所　勤労青少年ホーム（バドミン
トンは総合体育館）
◇● その他　材料費は個人負担
◇● 問合せ・申込　勤労青少年ホーム

�６７６-２３４４　有線０１-３１３４

◆おわびと訂正

　５月お知らせ版のカレンダーに誤

りがありました。正しくは犬の飼い方＆

マナーアップ教室が５月１１日（日）、

元気はつらつ北上川ウォーク大会が

５月１７日（土）です。おわびし訂正い

たします。

精神保健相談の
お知らせ

　町では、心の病気やその対応の仕
方がわからず困っている本人や家族
の皆さんを対象に、専門医師である
平和台病院、伴亨院長による相談を
開催します。ひきこもり、飲酒、痴ほう
症、無気力、不眠症などで困っている
場合は、気軽にご相談ください。
◇● 相談日　５月１５日、７月２４日、９
月１１日、１１月２０日、１月１５日、３月
１８日（いずれも木曜）
◇● 時間　午後１時～２時３０分
◇● 場所　保健センター２階会議室
◇● 問合せ・申込　福祉課福祉推進室

�６７２-２１１１　内線１５２２　有線０１-８９２１

「アヴニール紫波」
分譲のお知らせ

　岩手県住宅供給公社では平成１５年
度の「アヴニール紫波」分譲住宅・宅
地分譲の希望者を募集しています。
◇● 募集区画数　一般分譲住宅・宅地
分譲１２５区画
◇● 受付時間　午前１０時～午後４時
◇● 申込特典　入居支援キャンペーン
として一般分譲住宅募集団地先着５０
人に外構・引っ越し代など入居に必要
な費用を支援します。
◇● 問合せ・申込　アヴニール紫波団
地事務所�６７２-５９６０

IT サポートセンター
パソコン関連の講習会

　日詰商店街「なんバザ・ホール」の
ITサポートセンターでは、次のとおり
講習会（定員各１０人）を行います。
◇● ５月２７日～６月４日の火・水曜

　午後２時～５時　パソコン入門コース
　午後６時～９時　ワード入門コース
◇● ６月５日～１３日の木・金曜

　午後２時～５時　パソコン入門コース
　午後６時～９時　エクセル入門コース
◇● ６月１９日～２７日の木・金曜

　午後２時～５時　ワード入門コース
　午後６時～９時　エクセル入門コース
◇● 受講料　各コース２,０００円
◇● 問合せ　IT サポートセンター

�６７６-６５５８
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出会いと生きがいを
シルバーカレッジで

　県と県教育委員会では、平成１５年
度のいわてシルバーカレッジ受講生
を募集しています。この講座は新たな
出会いや学びを通しての生きがいづ
くりなどを目的に「いわて学」、「基礎
科目」、「専門科目」などの講義が行わ
れます。
◇● 申込期間　５月３０日（金）まで
◇● 対象　おおむね６０歳以上の健康な
全県民
◇● 講義内容　６月～１２月に２泊３日
の研修を合計７回
◇● 会場　国立岩手山青年の家
◇● 受講料　無料（ただし食費・シーツ
洗濯代などの宿泊実費と活動に伴う
材料費などの実費は自己負担）
◇● 問合せ・申込　（財）岩手県スポー
ツ振興事業団「いわてシルバーカレッ
ジ事務局」�６４１-１１２７

あなたの声を県政に
出前地方振興局を開催

　盛岡地方振興局では、あなたの意
見・提言を県政に反映させるための
「出前地方振興局」を開催します。広域
行政から観光、農業、教育など、どの
分野についても提言できますので、
気軽にご参加ください。
◇● 日時　６月６日（金）、午後６時３０
分～８時５０分（予定）
◇● 場所　ラ・フランス温泉館湯楽々
◇● 申込　５月３０日（金）までに政策経
営課情報政策室�６７２-２１１１　内線
３２３２、３２３１（当日参加も可）
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※次回からは紫波ネットお知らせ版に掲載します。

◇● 採用予定日

平成１６年４月１日

受付期間第１次試験日試験名

５月１日（木）～３０日（金）６月２２日（日）上級試験

８月１日（金）～２９日（金）９月２８日（日）中級・初級試験

５月１日（木）～３０日（金）７月１３日（日）警察官A試験

８月１日（金）～２９日（金）９月２８日（日）警察官B試験

新型肺炎　SARSへの
感染予防を

　現在アジアを中心に流行している
重症性急性呼吸器症候群（SARS）は、
新しいタイプのウイルスが原因であ
ることが分かっています。感染しない
ためにも次のことにご注意ください。
☆流行確認地域への旅行は控える
☆流行確認地域から帰国して１０日以
内に症状が出たら、家族との接触を
可能な範囲内で避け、医療機関に電
話で連絡した後、受診。
◇● ホームページ　岩手県保健衛生課
http://www.office.pref.iwate.jp/

平成１５年度　岩手県職員・警察官採用試験
◇● 問合せ　県人事委員会�６２９-６２４１
※ホームページ http://www.pref.iwate.jp/̃ hp0741/
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　入学前から絶対美術部に入ることを決め、将
来もデザインに関する仕事に就きたいという知優
さん。この作品はいずれやって来るであろう未来
をしっかり見つめて、今を生きていこうという世の
中へのメッセージが込められています。岩手日報
社主催の広告美術展入選作。アクリラガッシュを
使用したデザイン画です。

［作品名］

　未来を選べ！
　　細川 知  優 さん

ち ひろ

　　（紫波高校３年）
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追
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あなたの作品をお待ちしています　◇応募先　〒 028-3390 紫波町役場 環境課「紫波フォト歳時記」係　�672-2111  有線 01-8972


